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新渡戸稲造の教育愛と惑悲の心
母の広い見識と子育てを中心として

Dr. Inazo Nit抽 出 loveof education and ms merci品1he鮒 .

-Focussing on ms moth宮内 childcave and her great insight一

坂井久 司?

Hisashi Sak出

Abstract : Dr. Inazo Nitobe s知died畠.broadin the States and Genn岨 yin the early years of the Meiji邑ra.He is 

famous for也efact that he introduced the Jap叩曹関 mindto foreign countries by his book "Bushido，" which was 

translated into t佃 foreignlanguages. He was weH known as highly intemationally minded，組dworked for the 

League of Nations as也efirst Japanese vice secr号tary-generaLAs組岳ducator，he se刊号d畠sprofi邑ssorof a Sapporo 

Agriculture School， principal of the First Senior四ghSchool (Ikko) ，professor of Kyoto U凶versityand a180 Tokyo 

University， and took offic号制也母 founderpresid佃 tof Tokyo Woman's Christian U凶versity釦 dbred up a large 

number of young people. In也isessay， 1 will study in what kind of home the gr朗.tman was brought up and what 

kind of home education he rec宮ived，focussing on his mother's educ甜on.

1.はじめに

日本から遁か太平洋を隔てたカナダのビクトリアで

1933年(昭和8)10月 15日偉大なる一人の日本人が

72歳の生涯を終えた。それは「願わくはわれ 太平

洋の橋とならん」 υ と言う志を生濯もち続け、国境

を越えて人を愛し、教育に情熱を額け、日本の魂を世

界に紹介し、そして最後まで平和のために努力し続け

た国際人新渡戸稲造その人である。

彼の代表的な著書「武士道」は 1900年アメリカで

出版された。英文で書かれたこの著書によって、僅か

数年の聞に"新渡戸稲造"と言う名前は国際的に知れ

渡った。「武士道Jは一つの無意識的で、抵抗し難い

力として国民及び個人を動かしてきた。稲造はイ可百年

もの長い歴史の中で日本人の心に培われてきた武士道

の精神が日本人の道徳基盤となっていることを世界に

紹介したのである。

日本に対する知識がまだ殆ど普及していなかったこ

の時代に、日本人の精神構造について広く世界に向け

て発信したこの著作に欧米の読書界は沸き返った。
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f武士道j執筆の動機の一つはドイツ留学時代 (1887

:明拾20年)、ベルギーに出向してド@ラヴェレー教

授の講義を受け、教授が散歩するときには、いつもつ

いて行った。ある日、一緒に散歩しながら話している

うちに、話題が日本の教育のことになった。

f日本の学校では、宗教について何を教えているのか

ね ?J と教授に聞かれた。

「いし、え、日本の学校では宗教など教えていませんJ

と、稲造が答えると、教授は驚きの顔で、

「それなら、学校では道徳についてどう教えるのか

ね?J と言ってから、暫く考えていたが、

独り言のように、

「道穂の教科がなくて、どうして国民に善と悪とを覚

えさせるのだろうj 不思議そうにつぶやいた。 2)

稲造が、ドーラヴェレー教授の質問に即答出来なか

ったこの一件と、もう一つの動機は日本の思想や風習

に対するアメリカ育ちの奏メリーが常々いだいている

数々の疑問に答えるためでもあった。

つまり、日本と日本人である自分を理解させる。こ

の最も身近な義務を果たすことが「武士道j の執筆に

つながったのである。日本の封建制度と共にやがて消

えゆくであろう道簡の旋としてのn 武士道"、しかし、
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武士道の目指す道徳、体系はキリスト教の正しい教えを

そこに接ぎ木させることによって存続させることが出

来ると稲造は言っている。 3)

「武士道Jは世界的なベストセラーとなり、当時の

アメリカ大統領セオドル@ルーズベルトも愛読して日

本に格別な理解を示した。その後、「武士道j はドイ

ツ語、ポーランド後、フランス語、中国語など、世界

20数ヶ国語に翻訳され、 100年を経た現在でも世界

各国で読み続けられている。そして、この武士道の精

神は稲造の心の核となり、生涯を通じて日本人新渡戸

稲造を支え続けたのである。

ここでは偉大なる国際人新渡戸稲造の生涯持ち続け

てきた教育に対する並々ならぬ情熱と、電動、者に対す

る慈悲心がどのような境遇の中で育まれていったのか

を、彼の母せきの家庭教育を中心に考察してみたいと

思う。

2.稲造の生い立ち一幼'少年時代一

新渡戸家は代々南部落の重役を務めた上級氏族の家

柄で、あった。稲造に特に大きな影響を与えた人物とし

て祖父新渡戸俸が挙げられる。俸は不毛の大荒野であ

った青森県三本木原の開拓を藩に誓顧し、不屈の開拓

精神をもって落語正工事を遂行、奥入額)11からおよそ

llkmにも及ぶ水路を完成させ、三本木原を肥沃な耕

地に変えた人である。時代の先駆者であり、開拓事業

に一生を捧げた祖父の先見性と実行力は父十次郎を軽

て後に稲造へと受け継がれてきた。

新渡戸龍造は、 1862年{文久 2) 9月 1目、南部

落士新渡戸十次郎、母せきの三男として、盛岡市鷹匠

小路の邸内で生まれた(当時の人工は約四万人)。名

前は祖父俸の開拓地三本木原で初めての米の収穫され

たのに因み、「稲之助」と命名された(後の稲造であ

る)。引

父十次郎(1820:文政 3年-1867:慶応3年)は、 19

歳で江戸に上り、勉学と人聞としての修行に努め、後

に藩主南部利済の中奥小姓となり、新任厚く、落公の

お供として、盛岡と江戸を往復し、遂に江戸勘定奉行

に取り立てられた。閲覧年(安政 2)野辺地、下北

のお台場築立に成功し、ついで、父俸と共に三本木原

開拓に精魂を額け、俸の最も良き後継者と期待されて

いたが、 1860年(安政 6)藩財政を助けるため、フ

ランスと直接交渉するに及び、誤解を受けて一時謹慎

の身となる。間もなくその誤解は解けたが、その後病

(病名は脚気衝心)を得て遂に立たず 48歳の若さで

逝去した(稲造、僅か溝5歳)0 51 

母せきは、南部藩士伊藤氏の娘で、藩中でも評判の

賢夫人として知れれていた。夫十次部が江戸詰という

こともあり、留守がちの家庭をよく守っていたo 男子

3入、女子 3人、妾腹の女子 1人と計7人の子ども達

の養育は大変であったと想像される。尚母せきは、r;稲

造は利発な子だが、強情で腕白で、たびたびご近所の

子の親御さんから、苦情を持ち込まれる。囲ったもの

ですJと言って、ため息をついていた。

稲造は目から鼻へ抜けるところのある腕白であっ

た。来客があると、ずかずかと座敷へ現れて、 f何の

用があって来たか ?J と聞いたり、 f用が済んだら、

さっさと帰ればいいのにj と、頭ごなしにやつつける

という具合で、家の者はいつもはらはらし通しであっ

た。 η こういう腕白な少年ではあったが、末っ子なの

で、夜寝るときは、いつも母に添い寝をしてもらって

いた。時々 3歳年下の従兄抹が泊まりがけで遊びに来

ることがある。そんな時は母と一緒に寝てもらえない

ので、母に気づかれないようにそっと手を伸ばして従

兄妹の髪を引っ張ったり、つねったりする。女の子が

泣き出すと、「これ稲造、弱い者をいじめるものでは

ありませんけと、母に叱られ、一人寂しく眼らなけ

ればならなかった。')

(1)母の極上料理

1860年代の風習では、鶏や野鳥を殺して食べる

ことは非難しなかったものの、四つ足の肉は忌み嫌

われ、何処の家でも食べようとしなかった。しかし、

母せきは、この牛肉を、栄養豊富な食料として食卓

に出している。稲造は、次のように述べている。 f新

しい食物を家に取り入れた母に譲らねばなるまい。

私の生まれた地方は、馬と牛の太っていることと豊

富さで有名であった。どちらも食周のために飼育さ

れたものではない。牛や馬の肉を食べるなど、卑し

むべき冒涜と考えられていた。一中略一これまでの

風習は、鶏や野鳥を殺したり食べたりすることを非

難しなかった。私たちはいつも、鹿肉の煮込みが火

鉢の上で湯気を立てている御馳走を歓迎した。家族

はよく、居間で鹿鍋を囲み夕食をした。年下の子供

達は、良い席をわれ勝ちに取った。しかし末っ子は

うまい料理を食べることでは、特別扱いを受けた。

寒い冬の夜、ひよこが親鳥に、さあエサを食べまし

ようと呼び集められるように、母の呼び声で、皆タ

鮪の席に座るのだった。炭火の上でグツグツと煮え

る鏑を、母はいつもより注意深く取り仕闘っていた9

否使いの者がうす切りの肉を盛った皿を運んでくる

と、母は特に注意して肉を吟味した。それから慎重

に鍋の中に入れた。私たちは『おあがり』の合図を

ずっと待った。実に美味しかった。こんなに美味し

い獲物の肉は食べたことがなかったo 鶴の肉であろ

うか?鴨か、亀か? 母の答は今でも夜、の耳に聞こ

える。『お前たち、これは牛肉です。牛がお寺に逃

げ込んだという、あれは皆っくり話です。動物は食

べて良いのです。牛肉は身体に良いそうだが、おま

え達が好きかどうかを案じておりました。わかりま
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したので、これからたびたび頂きましょう ~o J ，) 

牛肉を食べるという小さなことではあるが、当時こ

れを実行した母せきの理知的な態度、時勢に璃極的

に対応する聡明さは、正に賢母と言える。

(2)家庭における西洋文化

父親がまだ健在の頃(謡造の4歳の時)、父十次

郎は南部藩江戸詰め勘定奉行の職にあり、役柄上自

然に盛岡の新渡戸家にも西洋の文物が入ってきた。

彼の英文の「思い出Jによれば、「夜、の家に、何か

異国なつかしい印象を与えるものが三つ、四つあっ

た。それは私の四歳位の時であった。一つはオラン

ダの錨マッチ籍で、火打ち石でともした灯でなけれ

ば汚らわしいとされ神棚に上げられないので古箪笥

の奥深くしまい込んであった。もう一つはスイス製

のオルゴールで、これも末っ子の私だけが絶えず新

しいものを求めていて、いつも楽しんでいた。もう

一つはびろうどの箱に入った銀のナイフとホーク

で、これはどこから来たものか抽出の奥深く葬られ

ていた。多分父が江戸の櫛留守居役で酋洋の文物に

触れる機会が多かったので、おそらく田舎の親戚な

どに見せるため持ち帰ったものであろう」聞と言

っている。こういう環境の中で、幼少から利発敏捷

な稲造は、いち早く新しいものに好奇心を抱き、西

洋への憧僚を育んでいた。

(3)袴着の儀

武士の子が 5歳に達したときに行う儀式「袴着の

儀」が新渡戸家で行われた。持を着て碁盤の上に立

たされ短い刀を腰に差してもらったとき、「全身を

シュウーンとしたものが貫くように感じ、自分が偉

く重要な者になった感じがしたJ11)と彼の著書「思

い出Jの中で述べている。子供心にも"自分は武士

なのだ、刀に誓って忠誠を守り、勇気を持ち、礼儀

正しく"等と武士道の精神を感じ取っていたに違い

ない。その実例が、この f袴着の儀」以降、幼い彼

は、男の子として朝は暗いうちから道場に通い、柔

道・撃剣の稽古、四書五経を主とする漢文の勉強を

始め、約二年間を過ごした。口)

(4)父の死と母の教育

父十次郎が亡くなったとき、祖父俸は 70歳を越

えていたが三本木原開拓第二次計画のために奔走し

ており、盛聞の邸宅は留守がちで、あった。長男七郎

は既に妻帯いていたが、長女の峯以下6人の子女の

教育と家事一切は母せきの責任となっていた。

賢明な母は、家名を汚さぬためにもどのような教

育を子供達に与えるべきか、祖父、叔父たちに相談

し、その結果、従来のような読み書きの他に、初歩

の英語と男子には外国人の襲撃に備えて軍事教轄を

143 

受けさせるべきであると考えた。

母せきはいつも「一生懸命勉強して偉い人になり

なさい。偉い人になって名を挙げなさい。」と稲造

に言い閣かせていた。

兄道郎と稿造は、新渡戸家の掛かり付けの医者に

頼んで、英語の手ほどきを受けることになった。は

じめはABCから、次には簡単な文房具の名称、そ

れと同時に、インキと墨の違い、ベンと筆の違いな

どを教えた。

小さな単語一つ一つが未知の世界を広げてゆく、

幼い子供には難しい論語や孟子の素読より英語の方

が魅力的であり、この英語との出会いが稲造の好奇

心を一気に膨れあがらせたのであった。稲造は、母

に「東京へ行かせてもらえさえすれば、きっと偉い

人になってみせる」と再三再四、せがんでいた。

稲造も後に f英語の勉強をしていると益々好奇心

は募るばかりで、次第に日本中の偉い人の集まる東

京へ行きたくてたまらなくなってきたJと述べてい

る。日〉

3，勉学を志す稲造

幼い稲造は有名なきかん気の子供で、短気で怒りっ

ぽく、乱暴で、母は毎日のように隣近所を謝りに歩か

なければならなかった。そこで、母せきは、女手一つ

でこの子を間違いなく育てることの容易でないことを

悟り、祖父惇とも相談の上、稲造が日頃特に可愛がら

れていた叔父の太田時敏に、養子として教育をゆだね

ることにした。それに、新渡戸家は資産が乏しく、学

費も思うに任せない事情もあったようだ。

太田時敏は父の弟で東京に在住し、 30歳前後の若

さであった。洋服商を経営していたが、子どもがなか

った。祖父惇からも書面で九、よいよ孫たちが厄介に

なることになったが、東京で教育することは至極結構、

稲造は正しく導けば、国家に役立つ著名な人士になる

であろうが、万一間違うと恐ろしい悪党になりかねな

い云々Jと書いている。附

こうして稲造と兄道郎は l87l年(明治4)駕寵で 10

日聞かかつて上京した。数え年 10歳であった。

(l)叔父の教育方針

上京した当時は築地にある私立の英語学校に入っ

た。姓も太田と改め、太田稲造と改めた。叔父は稲

造の才能に多大の期待をかけ、「勉強をどんどん続

けろ。東北の人間が馬鹿ばかりでないことを世に示

せ。学聞は冒険で、山あり谷ありだ。もし失敗した

ら御者になれ。鞭を手に馬車を走らせ、あの高慢な

南の者に道を譲らせるのだJと、維新戦争で惨めな

敗北を喫した彼は、官軍への恨みを忘れることが出

来ず、秀才の義子を育てることによって、復習しよ
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うとしているかのようであった。また「お前には家

名を辱めぬため、また代々仕えた殿様を辱めぬため、

旧敵官軍の人々を凌ぐ偉い人物になる義務があるの

だ」と諭している。日)暫くして、稲造は南部藩経

営の共慣義塾へ入れられた。通学生 100名、寄宿舎

生 100名ばかりの英才教育を行う学校で、適一回叔

父のうちへ帰った。

この学校では、教科書は全て英語で、それを日本

人の教師が教えていた。稲造の成績は極めて優秀で

あった。

叔父は稲造が熱心に勉強するのを見て、更に勉学

を続けさせようと、 1875年(明治 8)開校間もな

い官立の東京外語学校へ入学させることにした。稲

造は 14歳で、入学出来る最低年齢であった。

当時、太田家では洋服商の経営に失敗し、再婚し

た妻とも再び離婚していた。従って、稲造の寄宿舎

代を工面することはかなりの物入りであった。そん

な状況の中でも叔父は「持望を目標に努力せよJと

言い、郷里の母からも「家名を汚さぬよう、ご先祖

様を辱めぬよう、おじい様や父上のように偉い人に

ならないと、お母さんつ子だと言われる。一所懸命

勉強して、有名な人になっておくれj と励ましの手

紙が届いている。附

稲造は、外語学校で素晴らしい先生と出会う。そ

れは日本の師範教育の祖と言われるスコット氏であ

る。「思い出Jの中に、次のように書いている。「ス

コット先生ほど私に勉強に対する愛情を吹き込んで

くださった方はない。彼は教育者という言葉の持つ

最高の意味の教育者で、各々の生徒の魂の内に眠っ

ているものを抽出してくれたo 彼はもっと偉

大なもの・・・叡智を持っていた。Jと。稲造はス

コットの影響の元で学問への情熱が激しく燃え上が

ったのである。

スコット先生からベーコンの髄筆の良さ、シェー

クスピアの優秀性、ミルトンの尊撤を学び英文学を

次々と読破していった。こうして文学に興味と愛情

を抱くようになった反面、進化論を鼓吹し、聖書を

けなすスコット先生に反発して彼は、「キリスト教

を導入することが日本国民を善良にし、日本を世界

の偉大な勢力にするために必要欠くべからざるもの

であるj と言い切るようになり、キリスト教への関

心が深まっていくことが分かる。

(2) 明治天皇東北巡幸

1876年(明治9年) 6月から 7月にかけて、明

治天皇が東北。北海道方面に御巡幸になったo その

途次、 6月 12S，三本木の新渡戸家に立ち寄られ

た。同地方開拓に献身した祖父簿、父十次郎の功績

を賞され、当日家族一向に拝謁を賜り、今後家族の

者、子孫も祖父の志をつぎ農事に励むようお言葉を

賜って、金一封が下賜された。J7)

稲造は勉学の身で、この栄には搭せなかった。し

かし、新聞で当時の事情を読みとり、自分自身が天

皇から直接お言葉を戴いたかのように、感激した。

街l下賜金は家族の数に細分され、稲造にも送られた。

彼は永久に記念するために、このお金で金糠皮表紙

の英語の聖書を買った。福音書の神秘に心を惹かれ

ていったことを実証するものであるJ8)この時の感

激が稲造に農学を専攻させる動機となる。

(3)札幌農学校へ

1876年(明治9)、北海道開拓使長官黒田清隆の

先見の明により、アメリカ州立の大学を型どった農

学校が設立され、マサチューセッツ農科大学のウィ

リアム@クラーク博士が教頭に招聴されて経営に当

たった。この種の学校としては日本で初めてのもの

であった。政府は東京英語学校第一級、第二級、最

上級の教室に開拓使を派遣して農学校の生徒を募集

した。 19)

農学を目指した稲造は 1817年(明治 10) 9月、

第二期生として入学した。クラーク博士は「少年よ

大志を抱け」という言葉を残し、既に帰国していた

が、その影響は色濃く残っていた。第二期生の仲間

は、内村鑑三、岩輔行親、宮部金吾等全部で 17名

であった。東京から北海道までは政府で用意した船

旅であり、彼は故郷の山々が見える梅岸沿いに船が

進むとき、「お前は元気で耐えなければいけない。

お前が勉強して偉くなってくれれば、いくら白髪に

なってもかまわない。気を弱くして、家に帰りたい

などと思つてはいけない。十年の月日は何でもない。

お前には大事な仕事があるのだから心を強くしなけ

ればいけない。私のようなか弱い老人でさえお前を

手放していることに耐えているのだから、お前は元

気で耐えなけれtfいけない・.. Jとかつて母に言

われた言葉を胸の中に繰り返して、甲板の上で叢か

に母を偲んだことが『思い出』の中に見える。却〉

クラーク博士の教育方針は、校則を f紳士であれj

の一条のみとし、身をもって全校の範となり、全て

人格教育の方針で、人格を鍛える人聞をつくる教育

に徹し、特別に修身科を設けず、全科を即修身であ

るとした。その熱意と人格は全校を感化した。博士

は科学者でありながら、毎朝、祈祷してから授業を

はじめ、全校生徒に聖書を与え、自ら脊年の宗教指

導に当たり、全人教育に努力した。

僅か八ヶ月間の在任であったが、その人格、その

穂が学生に及ぼした感化は、在任中だけではなく、

北樺道大学となった今日もなお生き続けている。町

稲造はクラーク博士が残していった fイエスを信

ずる者の契約Jに二期生の先頭を切って署名し、キ

リスト教に入信するのである。稲造は猛烈に勉強し、
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親友の宮部金吾、内村鑑三等と主席を争っている。

稲造の英語力は群を抜いており、誰も彼の英語を負

かす者はいなかった。後に彼の運命を決定づけるも

のとなるのである。しかしスポーツが得意で、活発

だ、った少年は成長するにつれて思索的な傾向が深ま

り、内向的な性格が増していった。

ア、キリスト教への疑問

稲造は、クラーク博士が残していったキリスト

教に関する膨大な数の書物を殆ど読み尽くし、そ

の結果、次第にキリスト教に疑問を抱くようにな

る。それは、平和を説く一方で世界の国々を植民

地化しながら布教を勧める西洋のキリスト教に対

する不審である。それに加えて、過度の読書のた

めに視力が急激に衰え、更に信抑上の悩みも加わ

って神経症になり、やがて稲造に大きな悲しみが

襲うことになる。

イ、母からの手紙

「なれぬ気こうゆえ、どふぞどふぞおわづらい

なきゃう御用心可被成候・・中略 0 ・食べ物に気

をつけ可申、子供ら七人の内にも、兄七郎とおま

へは丈ぶに御座候 それに付けても大切に可被成

候Jn) 

「来年も夏休みに参り不申候哉 どふぞおめに

かけいろいろおはなし承り又は御はなし申度と毎

日毎日存知居り候・-中略@匂くり事ながら時か

う御いとゐ、あまりむりな事致、身よわり不申程

に御勉強可被成候 目もちか自に相成候よし、日

斗になきもの、それにじゅんじ身もよわり可申、

別して是から追云々寒に相成り侯間かならずかな

らずむりな事いたさず御無事に御くらし被下度、

それは何より己れらへの孝行に御座侯J町

「御地はまことに御寒く、かんたんけへは十度

の由、実に実におそるべきどふぞひへをこみつよ

くわづらいても出ぬよう何分御用心可被成候 此

地のくらしはあたたかにてゆきもなくしのき安き

と存じおり候処、作今寒気つのり廿五度は一ばん

寒いのに御座候折角御しのぎ どふぞどふぞ当

年は烏渡でも御出おんあい被下度御待ち申しおり

候何も何も申度事山々程御座候得共、筆に尽く

しかたく何事も御無事御無事といのり申候 万々

年を御いわゐめで度 かしこ 明治一三年

一月廿六日母より 稲造どのj 剖)と、言うも

のである。

稲造の病気が治らないために、久しく郷里の母

に便りを書かずにいたため、ついに母は、心配の

あまり次のような手紙を書き送ってきている。

「さっぱりお便りなしいかがと御案事申御様

子御たづね申候いよいよ榔無事に榔座候哉 此

ほう両人共無事御安心被下たく候榔地は未だ雪

も御座侯半しかし少しくはだん気に相成可申候

当地も此此は雪もあり風もあり雨となり申候J東

京よりも度々調便り御座侯 いつれもかわる事な

く候得共其内安村のよし子、亀次事二月より病気

の所今大病にて、是に詰心ばい致しおり候東京

にては大きに大きにお父さまに御心配かけ御世話

に相成りおり候安村にては姉夫婦の心ばい申す

斗りなし、それに付き、新渡戸西市伯父にたのみ

今日当地出立上京被下候何事も遠方ゆへま事に

不都合、物入困申候 それゆへにゑんほうに居る

人々は何分身のうへいたわりどふぞ御わづらゐな

きゃう、かならずかならず病気かましき事ある時

は、さっそくいしゃに見ておもらひ被成侯てつよ

く致さぬ御用心可被成侯

いづくにおり候ても幾年あへ不申とも無事なれば

何より心安しみにぞんじ申候 さりとて、病かく

すべからず何分御ゆだんなふ身体御大切専ーに御

慶候もわけで御地は気こうあしきゅへ御あんじ申

候毎年毎年まづ寒さは凌けた又夏はどふやらと

案事くらしをり候 くり事ながら御まめまねしく

御くらし何分御ゆたんなふかげなからいのり申し

候どふそどふぞ調便りまちをり申候先づは後便

と書き残し申候 万々めでたく かしく

四月四日 母より 稲造どのJ25) 

母のこの手紙には、母親独特の勘が働き、稿造が

親に心配をかけまいと思っている気持ちを感じ取

り、「さりとて病かくすべからずj と言っている。

稲造はこの一節を胸もつぶれる思いで読み下した

に違いない。それはこの手紙を読んだ直後に、叔

父太問時敏宛に長文の手紙を書き、自分の病状を

訴えていることからも分かる。

母せきからのこの四通の手紙で分かるように、

遠く離れた極寒の地で学問に情熱を注いでいる我

が子を愛おしく思う気持ちがひしひしと伝わって

くる。

それは稲造より千年も前の平安時代に活醸した

歌人、紀貫之の「世の中に思ひあれども 子を

こふる 思ひにまさる 思ひなさかなJと歌われ

た歌の心情と何ら変わることがない。

ウ、母の死

1880年(明治 13) 7月、稲造は病気治療のた

め一度故郷の盛岡へ帰ってみようと思い立った。

翌年の卒業を控え、同行の友人と観光を兼ねて十

和田などにも立ち寄りながら気分良く盛岡の家へ

帰り着いた。 10歳で母と別れ上京してから 10年

ぶりの帰捕であった。いつも手紙で「世界にまで

名を挙げよ!Jと励まし続けてくれた母、その母

に合おうと盛岡に帰鱒してみると、その 3目前に
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母せきは永眠していた。母は、乳癌で重体に陥り

ながらも稲造の帰りを待ち続けていたのである。

稲造は母の死を看取れなかった自分を一生許す

ことが出来ず、深い後悔の念にさいなまれた。

母を失って悲しみに打ち位がれている稲造を農

学校の親友たちが癒め励ました。とりわけ内村鑑

三が信仰に基づいて稲造を立ち上がらせようと揮

身のカを振り綾って手紙を書き送った。 26) その

手紙の一節には「兄弟よ、悲しみに誼がるること

勿れ、是れ汝の韓康に、大害あればなり、汝は健

康の回復の為に、帰省したるなり、汝の亡き母上

は、御自身の体より汝の健康を心配したまへり、

勇敢なれ、強き健康なる人とならんと試みよ、而

して、国のため、神のため、汝の家名のため、汝

自身のために、立派な有用なる仕事をして、亡き

両親を喜ばせんことを、努めよ (W身を立て、道

を行い、父母の名を後世に挙ぐるは、孝の至りな

り~)、我等は、決して汝のために祈ることを怠

らず、兄弟よ、愛する兄弟よ、我は汝が体は健康、

振興は活発、希望は豊か、恩恵に満ちて再び相会

せんことを、切に期待し、且つ祈るものなり J27) 

と書かれている。

その後の稲造は、東京、札幌時代に母から貰っ

た手紙を心の支えとして、肌身離さず、この教え

に背かないように生涯を歩み続けた。後に、この

十三通の手紙を立派に装丁して巻物とし、大切に

保管し、母の命日には個室に入り、これを聞いて

母の霊を弔い感思にむせぶのである。誼】

稲造が、婦人や子供に優しく、特に弱者のため

に活躍するようになった理由は、母から受けた教

えと 4恩返しの思いが秘められていたものと推測さ

れる。 2')

エ、「サーター・リサータスj との出会い

大きな悲しみにあった稲造は、一冊の本と出会

う。それはイギリスの思想家トーマス・カーライ

ルの代表作「サーター@リサータス:S紅蜘

Res紅加sJ であった。この哲学書の主人公トイフ

ェルスードレックは幼くして父を失い、若くして

母と死別するという稲造と閉じ境遇であった。悩

める主人公が力を振り絞って自己と対決し、精神

的危機から脱していく姿に感銘した稲造はこの本

を三十数回読み返し、自らも次第に立ち直ってい

った。この本の中には、「人生は、必要という境

遣に取り閤まれているが、人生の本当の意味は自

由な意志により、自分の判断で責桂を持って行動

することである」と書かれている。また「享楽を

愛せず神を愛せよJすなわち、"永遠の肯定:

Everl畠stingYes"と言っているom

"永遠の否定から 永遠の肯定へ"

母を失って深い悲しみの中にある謡造にとって

は、キリスト教的なものと武士道との違いはあっ

ても、実感として、自分の母の感化など思い合わ

せて身にしみて共感し、窓めを与えられた。心が

安らぎ、おのずとカーライルの思想に惹かれてい

ったom

「サータ-.リサータス」は稲造の座右の書と

なり、カーライルは彼の一生の師となるのであっ

た。

才、生涯母を慕い続ける

母を菓わない子供はいないであろう。しかし、

稲造の母せきに対する思慕の気持ちは特別であ

る。しかも彼の母への慕情は、母を亡くしてから

も衰えることはなく、年とともに強くなっていっ

た。 f髄想録j の中の『慈、母の費』で、「慈母の

情. . .誰か其の深さを測るを得んや。科学も之

を最る能はず、哲学も其力を度り難し。慈、母の愛

は、神の愛に最も近く、而して人間愛情の至高な

る発現なり。Jと言う名句と、更に「母や既に亡

し、吾人は母の影像を見、また母存すと想、ふを心

やりとす。j 言い、更に「アア基督教徒たる我が

良友よ、予が、年々の母の命日に逢ふ毎に、亡母

の照影を床の間に安置し、花を捧げて、追慕感思

の情を寄すと也、希くは予を責むるに偶像礼拝を

以てせざらんことをj と述べ、更に「少くも予は

一年一回、母の給ひし凡ての御文を集めて作れる

一巻の巻物を聞いて、葱に清き愛の尽きざる泉に

飲し、我が精神の渇きを愈す。Jと言う稲造の作

り出した母への慕情の最高の姿である。この背景

には、彼が七人兄弟の末っ子で、母せきに最も甘

えることが出来たことと、父十次郎が早くに他界

しているため、母への慕情が一段と強まったと思

われる。それに、前掲のように、十歳で上京して

から一度も会えず、十年目にやっと母に会えると

思って故郷へ帰ってみれば、その母は三目前に亡

くなっており、葬儀もすんでいたという悲痛、無

情の運命に遭遇したと言うことも大きい。三日違

いで母の死に目に会えなかった無念さは、彼の胸

に突き刺さり、生涯、母思慕の情を深めていった

といえる。間

4、慈悲の心

18制年(明治 17)アメリカのジョンズーホプキン

ス大学留学中に親友宮部金吾に宛てた手紙で、「札幌

に貧しい人々のための学校を創設したいJと言う夢を

語っている。その手紙には「二，三年前僕が未だ札輯

で教えて居った時、僕は公衆のために学校を設立する

必要を強く考えさせられた。僕の札幌農学授の理想は
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三種の生徒を収容するにある。その第ーは老人或いは

成人の為にして、講義は邦語で歴史、経済学、農学、

及び自然科学を教うること、第二は青年にして専門学

校又は大学に入学を希望するも、官公立の予備校に入

学することの出来ない人々の為に、また第三には貧し

い人々の子供らに夜学校を建て、初等小学の教育を授

け、出来れば英語を少しくし、また測量其他の初歩を

も加えたい。これらの部門に女学校を併備し、女子に

刺繍、裁艦、編み物を教え、邦語の飽に英語をも教え

る様にしたい。斯かる企図は神の栄光を崇める道とな

ろうと思う。片時も札幌におけるこの教育上の理想、が

脳中から離れないJ町と語っている。

それは、弱者を助けずにはいられないとし寸稲造の

武士道的気質と、キリスト教の愛と奉仕の精神との結

びつきから生まれたものであろう。このような心境を

稲造に起こさせたものはいったい何で、あったのか。そ

れはクエーカーとの出会いが考えられる。

クエーカーは十七世紀に英国に起こったキリスト教

の一派で、形式や儀礼を無視し、何よりも宗教的感動

を重んずる人たちである。その感動の最高潮の時は身

体が振動するので、クエーカー(舟田ker::震える人)

と言われるようになった。到)

"クエーカーの誠実さ、鰐素、純一なところに人間

は神との繋がりがある。日本の禅にも通ずるかのよう

なクエーカー"と、稲造はこんな所に魅力を感じたと

思われる。間

もう一つ考えられることは、稲造の生涯に大きな影

響を与えたメリー・エルキントンとの出会いである。

3年聞の大学生活が終わりに近づいた頃、稲造は、フ

ィラデルフィア市のクエーカーの集会でメリ-.エル

キントンを紹介される。この時の状況を稲造は日記に、

「なんという聖く美しい、威厳のある婦人だろう。こ

のような米国婦人が日本へ来て、指導してくれたなら

ば、日本の婦人たちも、どんなにか幸福だろうJ35)と

書いている。

その後、稲造は3年間ドイツ留学を行うが、その間

もメリー・エルキントンと文通を続け、 1891年(明

治24)二人はフィラデノレフィアで挙式。

(1)孤児との出会い

ドイツ留学中のある日、売1苫でコーヒーを飲んで

いると、尼さんに連れられて 40人ばかりの孤児院

の子供達がやってきた。孤児たちは同じ年頃の母親

や乳母たちに付き添われて嬉しそうに遊んでいる子

供達をうらやましそうに眺めていた。稲造は不意に

胸を締め付けられるような気持ちになった。

その日はちょうど、生母せきの命日に当たってい

たので、稲造は売唐のばあさんに、 fあの孤児院の

子供達に、チョコレートでもミルクでも、一杯ずつ

やってくれないか。勘定は私が払うが、その事はど
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うか尼さんには知らせないでくれj と言った。

子供達が帰る時間になって整列したとき、引率の

尼さんは子供達へ言った。 fみなさんに調馳走して

くださった人は誰か分かりませんので、お干しの申し

ょうがありません。それで、みなさんで賛美歌を歌

って、その方へのお礼に代えましょう」

40入試かりの強児たちは、声をそろえて賛美歌

を合唱すると、誰にともなく手を張って別れを告げ

ながら、元気よく帰っていった。

「お母さん、あなたの霊前に花束を手向ける代わ

りに、外国の唱歌を捧げましたよj 心の中で亡き母

へ語りかけながら、帰って行く子供達を見送る稲造

の眼には涙が光っていた。 37)

(2)遠友夜学技創設

1891年(明治24)、新渡戸夫妻は札1慢に着いた。

新進気鋭の新渡戸教授は、教室へ出る前、数分間の

黙持をしてから授業に臨み、常に「教育は祈りをも

ってなさるべきJであるとの信念を持っていた。

学内では、学生寮の舎監、図書館主在、予科主在、

教務部長や衛生委員長まで兼ねて、体がいくつあっ

ても足りないほどであった。

家庭では日曜日ごとに[聖書研究会Jを開き、集

まった学生たちに聖書を与え、集会の後は茶菓をも

てなして懇談に時間を過ごした。持)

その他北海道庁の技師を兼任したり、新しく創設

された私立中学校(北鳴中学校)の校長も務めた。

1893年(明治 26)万里子夫人(メリ-.エルキ

ントン)の所へ、実家から二千ドルの送金があった。

かつて、慈悲心に富んだメリーの父親ジョセフ@

エルキントンが一人の孤児を孤児院から引き取って

育てた。この女児は一生独身を通し、エルキントン

家に仕え六十余歳で亡くなった。

送られてきたお金はその女性の遺産の一部であっ

た。新渡戸夫妻はこのお金は私的には使えない。か

ねてからの夢であった「貧しい働く少年少女の為に

役立てよう」と、札幌東部豊平橋付近にあった札瞬

独立教会付属日曜学校の敷地と校舎を賢い取り、夜

学校を建てることになった。

貧しい家庭の児童や向学心に鯨える若者を集め、

男女共学で学費ー教材すべて無料とした。指導は、

稲造や友人、札幌農学校の学生たちが無料で当たる

ことになった。学校の名前は、論語の f有朋遠方来

不亦楽乎jの句より『遠友夜学校』と名付けられた。 3町

最初の内は適二回の授業であったが、間もなく希

望者が増え、毎夜となり、一般科目の他に看護法、

干し式、裁韓、編み物などの実用的学科に重きを置い

て、更に国民として恥ずかしくない趣味と常識と品

性の陶冶に力を注ぎ、日曜日には修養講話を行った。

その後、稲造が北海道を去った後、この学校の運
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営は農学校出身者の代表や農学校長が努めた。この

遠友夜学校を卒業した生徒は北梅道全域にわたり、

重要な地位に就き、活躍した。

佐々木叫lま「遠友夜学校の設立には、明治二十五

年に一子旬遠益が、僅か生後九日で亡くなったこと

が、深くかかわっていることは、その校名からも推

察される。 w思へただ使ふも入の思ひ子を

我思ひ子に 思ひくらべてJl(著書『世渡りの道』

より) 稲造は、我が子に与えられなかった親心を、

著作や教育活動によって多くの人々に与えた。」と

述べている。

因みに、この夜学校は五十年間続き、その聞に約

六千人の若者が学んだ。蕗校の理由は、佐々木 41)Iこ

よれば、「遠友夜学校は、後に軍事教練を拒んで、

廃校に追いやられたj と記しているが、稲造の平

和を愛する信念を受け継いできた学校としては、巴

むを得ない拒否宣言だ、ったのだろう。

6，おわりに

武士の子として生まれた稲造が、父や祖父の行って

きた三本木原開拓事業の偉大さを明治天皇東北御巡幸

で知る。そして向よりも母せきの先見性のある愛情に

満ちた家庭教育によって成長し、 10歳で上京し、親

元を離れて勉学に勤しみ、キu幌農学校第二期生として

北海道に渡る。卒業一年前に 10年ぶりに故郷へ帰っ

てみれば三日前に母は他界していた。こうした悲しい

運命に逢いながらも、キリスト教の精神と、 トーマス

・カーライルの著書 fサーター'リサータスJの中の

『永遠の否定から永遠の肯定へ』に気づき、次第に立

ち直る。そして、アメリカ留学、ドイツ留学を体験し

世界最先端の学問を身に付け日本に帰郷。その後は偉

大なる教育者として又、実業家、政治家としても活麗

し、世界平和の為に心血を注いだ。

一高校長時代には、閉鎖的だった学生たちをジェン

トルマンに育て上げ、世界に通用する国際人にしよう

とした。その教育理念は札幌時代から一貫して「人格

主義j、この理念を教育の場で実践し、また彼自身も

人格者であるよう絶えず人格的な触れ合いを大切にし

努力して、学生たちに接している。

教育者稲造は当時まだ遅れていた女子教育にも格別

の関心を寄せ、 1918年には東京女子大学の創立に際

し、初代学長に就任している。一年足らずの聞に校章

の制定をはじめ、女子大学の基礎を築き、学内に人格

主義の風を吹き込んでいる。

積造の代表的な著書「武士道j の中でも"古田

TRAINING AND POSITION OF WOMAN :婦人の教育

と地位"で、"Buslridosim姐昌rlyprais君dtb部 ewom田 most

“who昏m血 cipa鈴d出臨1鈴 lvesfrom也efrailty of th阜irsex 

血 ddi叩Ilayed翻 hemicforti知.dewor歯yof Ihe s位。Ingest

冊 dthe br畠lvestof m間"武士道もまた間接に、 I女性

の弱さより自分を解放して、最も強い最も勇敢な男性

に値するような、たくましさを発揮する婦人j を賞賛

した。"と言って、女性が決して男性の従属物ではな

い、常に対等の立場であると言い続けている。 42)

稲造は 20世紀初め日本がまだ農業国であり、工業

が未発達であった時代に農 e 工・商のバランスある発

展を望んでおり、極めて先見性に富んでいた。

稲造の人生において特筆すべきことの一つは、 1919

年国醸連盟が設立された折り、稲造の卓越した語学力

と、国標的見識、そして人柄を評価されて、国擦連盟

事務次長に任命された事である。世界 27カ国を巻き

込んだ第一次世界大戦の悲劇を再び鰻り返さない為

に、国際平和の維持確立と、人類文化の向上を目指す

目的で国際連盟が設立された。彼は国際舞台の中枢ポ

ストで活躍し、連盟の精神を普及するために"世界強

調こそが平和を築く新しい理念だ"と、各国を説得し

て回った。

20世紀の初期、既に稲造は世界を舞台に国際問題、

民族問題に取り組んでいたのである。

ジュネーブ滞在の 7年聞は稲造にとって正に充実し

た日々であった。週末には新渡戸邸にアインシュタイ

ンやベルクソンが訪れ世界の平和と文化向上について

話し合っている。

二つ日は、稲造の「母を慕う思いj である。 7月 18

日は母の命日であり、「母の愛」として f母の愛ほど

神の愛に近い愛はない。幾度歳を重ねても、幼き時の

清き心に呼び返し、思愛の意味を与ふるものは母の震

である。. . .・ j と母を偲び、 "無き親を思ふ思

ひを有りし世に もたばや今の悔や無からん"とい

う一首を捧げている。明また、彼が伊香保に転地療養

した折りに書き上げた大著 f農業本論」の冒頭に、"

辱けなく 高思を追慕し亡母の記念に此書を捧ぐ

"と書いて、母をj思う至情を述べている。相)

次に教育者新渡戸稲造を見たとき、彼の大学教育に

対する理念は、「高い所から根本を究めるような学問

をし、何事に臨んでも判断できることが大切である。

したがって、大学は職業を授ける所ではなく、偉大な

人格に接し、人聞を造る所であるJ45)と言っている。

稿造は教育者としての忙しい職務の他に、北海道庁

顧問、赤十字社、各種の社会福祉事業等 20を越える

組織に関わり、そして、頼まれればどんな仕事でも引

き受けている。彼は、「仕事は天からの命令であり、

それを義務と思って、天なるものと働き、その結果を

楽しむべきものであるJ輔)と言っている。この考えが

」高校長当時、適切な教訓となり、学校の雰囲気も、

生徒自身も変わっていった。

稲造の有名な言葉に「野の花が、黄色に、紫色に、

紅色に、白色に、おのずからその色に咲き出でて、自
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然の野辺を鋳るように、教え子が、その島むと個性と 読本 j、P 19 ~ 20、日本図書センタ一、 東京、

境遇とに応じて、それぞれ独自の道をいき、人生の花

野を彩らんJ.， . .新援戸稲造はこの請のように、ど

んな人間に対しでも、どんな境遇の人に対しでも管し

い言葉で語りかけ、激励している。反対に、

れ呆てた教育者に陥ることを強く戒めている。

偉大なる国際人新渡戸程造が世界平和のために一命

を賭して尽力し、世界の新渡戸と言われるようになっ

た裏には、母親せきの存在と、宗教的なバックボーン

が大きい。それに、大きな王室想、を持ち人一倍勉学に謹

進した稲造の向学心と努力によるものである。

家庭における母親の教育が子供の成長に大きな彰響

をもたらしていることを立証した良い例であろう。僅

か 10歳で親元から離して勉学につかせ、 f学問が成就

するまで家へ帰るな」と言って、自分自身を辛い環境

に置き、子供の成長を願う母親。またそれを素直に受

け入れ、一心に勉学に打ち込む稲造。

また、彼が素晴らしい友人に巡り会えたこともその

人生に大きく幸いした。良きライバルであり、良き相

談相手であった内村鑑三、宮部金吾たち、それによい

先輩佐藤昌介に巡り会えたことも幸運であった。

諺に、「騒いを持って努力すれば道自ずから通ずj

とあるが、努力するにもある程度の金銭的裏付けがな

ければ目標を達成することは不可能である。

幸いなことに、稲造にとって家庭が比較的裕福であ

ったこと、祖父が開括事業で立派な業績を残していた

ことも稲造の向学心を満たす大きな要因になってい

る。その上で、「願わくはわれ太平洋の橋とならんj

と言う信金を終生つらぬき、彼の生涯はこの言葉の実

行に捧げられた。
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